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令和3年度 肝付町一般会計補正予算（第1号）の専決処分

・中学校管理費（特別支援教育支援員報酬等）

令和 3 年度 肝付町一般会計補正予算（第2号）
　

⑴	脱炭素戦略ビジョン策定業務委託料
	 	2050 年までに温室ガス排出ゼロを見据えてどの再エネを、
どれくらい、どのように導入し、有効活用するか目標の策定

⑵	子育て世帯生活支援特別給付金
	 	給付額　児童 1人当たり 50,000 円（住民税非課税世帯）

⑶	農業振興センター研修支援事業等補助金
	 	雇用就農生 1名増の見込み

⑷	コスモピア内之浦指定管理料
	 	新型コロナ感染症の不可抗力に起因した損失補填
	 （令和 2年 12月～令和 3年 3月）

⑸	新型コロナウイルスワクチン接種体制確保
	 	7 月末までに高齢者接種を行うための追加経費分

令和 3 年度 肝付町一般会計補正予算（第3号）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業として

●地域住民の暮らしを守るため
⑴	病院会計繰出
	 （空気清浄機、ストレッチャー、PCR検査機器）
⑵	学生支援給付金事業
	 学生 1人当たり 50,000 円

第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

第２回　定例会

289万円

984万円

2,500万円
260万円

455万円

881万円

総額2,741万円
376万円
1,320万円

5,315万円追加

410万円追加

可決
賛成 13名

反対 0名

承認
賛成 13名

反対 0名

2億661万円を追加し、総額 107億5,569万円 可決
賛成 13名

反対 0名



3

第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

⑶	全町立学校の消耗品・備品購入費

●地域住民の暮らしと地域の産業を守るため

	 住民 1人当たり商品券 5,000 円分を配布
	 	住民1人当たり5,000円で8,000円分のプレミアム商品券の購入

●地域の産業を守るため

⑴	農業者経営体力再生支援地力増強奨励事業
	 （堆肥センター良質堆肥ｔ当たり、2,000 円以内の購入補助支援）
⑵	肝付町バス・タクシー事業緊急支援金
	 （1台当たりバス 10万円、タクシー 3万円、代行車 1万円）
⑶	肝付町事業継続緊急支援金
	 （	飲食店・旅館業に対して、定額 3万円、前年度売り上げ

50％未満は 7万円、50％以上は 12万円の加算金）
⑷	肝付町資格取得支援
	 （	コロナウイルス感染症の影響により、転職等を余儀なくされ

た方が新たな資格を取得する経費の一部支援10万円上限）
⑸	肝付町貸し切りバス利用促進
	 （	貸し切りバス利用者に支援　利用料金の 1/2 か、利用者

1人 3,000 円を乗じた額のどちらか低い金額）
⑹	肝付町産水産物利用支援
	 （町内産の魚を町内学校給食に利用）

●接触低減と事務事業効率化を図るため

⑴	投票用紙自動分類機・計数機・交付機購入

⑵	肝付町道路台帳情報化推進事業

令和 3 年度 肝付町立病院事業会計補正予算（第1号）

新型コロナウイルス感染症対応医療従事者支援

地方創生臨時給付金
（空気清浄機・ストレッチャー・PCR検査機器）

総額1億3,152万円

総額2,310万円

総額2,458万円

1,045万円

440万円
405万円

825万円

200万円

180万円

260万円

418万円

40万円
376万円

2,040万円

可決
賛成 13名

反対 0名
416万円追加
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第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

第２回定例会 審議内容
教育委員会委員の任命
　福迫　美惠子氏（令和 3年 6月 4日から令和 3年 9月 30日まで）

【陳情】
付託年月日 件名 委員会の意見 審査結果

令和 3年 3月 15 日 中山川整備（浚渫） 妥当 採択

令和 3年 6月 4日
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、2022 年政府予算に係
る意見書採択

妥当 採択

【条例改正】
肝付町税条例等の一部を改正する条例の専決処分

肝付町議会委員会条例の一部改正
　肝付町課設置条例が令和 3年 4月 1日施行で改正されたことにより、「ICT 推
進室」を「デジタル推進課」に改め「老人ホーム」を削除する。

肝付町議会基本条例の一部改正
　議会報告会は少なくとも年 1回は開催する。ただし、大規模な災害の発生や
感染症により、開催が困難であると認める場合は、この限りではない。

肝付町議会会議規則の一部改正
（�欠席の届出）議員は「事故のため出席できない時」を、「公務、傷病、出産、育児、
看護、配偶者の出産補助その他のやむを得ない事由」に改め、同条第2項中「議員」
を「前項の規定にかかわらず、議員」に、「日数を定めて」を「出産予定の6週
間（多胎妊娠の場合は14週間）前の日から当核出産の日後8週間を経過する日
まで範囲内において、その期間を明らかにして」に改める。
（�請願書の記載事項等）「請願者の住所及び氏名」を「及び請願者の住所」に、「名
称及び代表者の氏名」を「所在地」に「押印しなければ」を「請願者（法人の
場合は名称を記載し、代表者）が署名又は記名押印しなければ」に改める。

肝付町行政改革推進委員会設置条例の一部改正
　行政改革推進事務を「企画調整課」から「総務課」に改める。

肝付町職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正
� ⑴　救急外来業務に待機する場合� …………………………2,000 円
� ⑵　病棟業務に待機する場合� ……………………………… 500 円
� ⑶　放射線業務に待機する場合� …………………………… 500 円

同意
賛成 13名

反対 0名

承認
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名
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第
２
回 

定
例
会　
審
議
内
容

� ⑷　土日（半日）救急外来待機する場合� ………………… 200 円
附則� ⑴　新型コロナウイルス感染者の患者等に接する場合� …1,000 円
� ⑵　新型コロナウイルス感染の疑いのある患者等の身体に
� 　　接触して行う場合� ………………………………………1,500 円

肝付町手数料徴収条例の一部改正
　住民基本台帳「通知カード再交付手数料 500 円」、「個人番号カード再交付手
数料 800 円」を削除。

肝付町個人情報保護条例の一部改正
　法改正に伴い個人情報の提出先を「総務大臣」から「内閣総理大臣」に改める。

肝付町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

肝付町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
　職員の特殊勤務手当を会計年度任用職員にも適用する。

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

可決
賛成 13名

反対 0名

◎総務・文教委員会
　・町内の学校の現状について
　・課の設置数と業務内容について

◎産業・福祉委員会
　・温泉施設の調査

◎議会広報委員会
　・議会広報作成に関する調査

◎議会運営委員会
　・本会議の会議日程等議会の運営に関する事項
　・議会活動と定数適正化について

◎情報通信機器導入等に関する調査特別委員会
　情報通信機器導入等に関する調査について
　・先進地視察（県内）について
　・タブレット等導入のメリット、デメリットについて

◎新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
　・新型コロナウイルス感染症対策に関する調査について

各委員会の閉会中の継続調査
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宮後　竜一  議員

・侍金井堰の自動化が遅れているが
・全避難所への備蓄品の配備は

P. 7☆第2回定例回　中日①

進藤　鈴子  議員

・「デジタル推進課」の設置目的は
・老朽化した公営住宅家賃見直しを

P. 9☆第2回定例回　中日①

前田　美春  議員

・住宅改修費支給の利用状況は
・健康祝金として商品券の支給は

P. 11☆第2回定例回　中日③

有留　智哉  議員

・学校施設等の点検・修繕を

P. 13☆第2回定例回　中日④

☆YouTube『肝付町議会』第2回定例会　中日①〜④で視聴できます。

柳　一夫  議員

・国見地区に分譲地確保を

P. 8☆第2回定例回　中日①

富永　洋一  議員

・基腐病対策としての作物の推進を
・人口割による負担金の実現を

P.10☆第2回定例回　中日①②

𠮷原　光  議員

・コスモピアの早期改修と再開は

P. 12☆第2回定例回　中日③④

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

77 人が問う人が問う

一
般
質
問
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一
般
質
問 宮

後 

竜
一  

議
員

問　

肝
付
町
農
業
農
村

整
備
事
業
の
長
期
計
画

に
、
侍
金
井
堰
の
自
動

転
倒
ゲ
ー
ト
化
が
あ
る

が
現
時
点
で
ど
う
動
い

て
い
る
か
。

答　

計
画
は
し
て
い
た

が
内
之
浦
土
地
改
良
区

と
の
負
担
金
等
、
事
業

の
合
意
形
成
に
期
間
を

要
し
て
い
る
。
実
施
計

画
を
策
定
し
早
け
れ
ば

令
和
７
年
度
に
工
事
着

工
に
な
る
見
込
み
。

問　

事
業
実
施
に
動

か
な
い
場
合
、
南
方
地

区
の
耕
作
者
へ
の
影
響

は
。

答　

重
要
な
施
設
で
あ

る
の
で
耕
作
者
へ
の
影

響
は
多
大
な
も
の
が
あ

る
。

問　

計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
後
の

事
業
に
も
影
響
が
出
て

く
る
と
判
断
さ

れ
る
か
。

答　

当
然
そ
う

な
る
。

問　

侍
金
大
平

見
水
路
の
越
流

防
止
対
策
は
。

答　

釈
迦
堂
橋

周
辺
か
ら
上
流

部
に
か
け
て
用

水
路
の
か
さ
上

げ
を
実
施
し
て

防
止
す
る
。

問　

釈
迦
堂
橋

付
近
に
小
田
川
へ
の
放

水
門
が
あ
る
。
隣
に
新

た
に
放
水
門
を
造
っ
た

ら
ど
う
か
。

答　

用
水
路
の
傾
斜
角

度
や
流
量
か
ら
必
ず
し

も
解
決
策
に
は
な
ら
な

い
。

問　

人
家
へ
の
流
水
が

予
想
さ
れ
る
時
、
消
防

ポ
ン
プ
車
を
使
え
な
い

か
。

答　

活
用
は
可
能
で

す
。

問　

避
難
所
の
備
蓄
品

に
つ
い
て
。
水
２
ℓ
が

６
４
２
６
本
。
成
人
一
人

あ
た
り
２
ℓ
は
必
要
だ
が

収
容
人
数
を
考
え
こ
れ
で

十
分
か
。

答　
避
難
初
期
に
は
、
お

お
む
ね
対
応
が
で
き
る
。

問　
非
常
食
が
７
２
０
０

食
分
だ
が
。

答　
計
画
的
に
不
足
が
生

じ
な
い
よ
う
配
備
す
る
。

問　
乳
児
用
の
液
体
ミ
ル

ク
は
。

答　
現
在
備
蓄
は
し
て
い

な
い
が
今
後
検
討
す
る
。

問　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

増
え
ず
に
、
ア
ル
ミ
製
の

簡
易
ベ
ッ
ド
が
３
０
０
台

増
え
て
い
る
が
。

答　
長
期
保
存
が
で
き
て

軽
く
消
毒
に
も
対
応
が
で

き
る
。

問　
簡
易
ト
イ
レ
が
17
台

で
は
避
難
所
の
数
か
ら
す

る
と
非
常
に
少
な
い
。
増

や
す
べ
き
。

答　

検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　

ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
が
２
５
０
張

だ
が
。

答　

避
難
所
生
活
に
お

け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
、感
染
症
対
策
が
目
的
。

侍
金
井
堰
の
自
動
化
が
遅
れ
て
い
る
が

全
避
難
所
へ
の
備
蓄
品
の
配
備
は

町
長
…
負
担
金
の
合
意
が
で
き
て
い
な
い

町
長
…
職
員
が
適
時
持
っ
て
い
く

侍金井堰

ワンタッチパーティション

◎
以
前
か
ら
す
る
と

非
常
に
過
ご
し
や
す

い
避
難
所
対
策
が
で

き
て
い
る
。
町
と
し

て
も
町
民
に
し
っ
か

り
と
伝
え
る
べ
き
。
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一
般
質
問柳

　
一
夫  
議
員

問　

高
山
地
区
定
住
促

進
住
宅
に
つ
い
て
譲
渡

価
格
の
算
出
根
拠
は
。

答　

23
年
以
上
入
居
さ

れ
て
い
る
建
物
に
つ
い

て
は
無
償
。
敷
地
に
つ

い
て
は
近
隣
の
評
価
額

を
参
考
に
有
償
で
譲
渡

す
る
。

問　

新
築
時
の
価
格
は
。

答　

６
棟
平
均
で
野
崎
地

区
で
１
３
３
３
万
円
、
富

山
地
区
が
１
４
８
０
万
円

で
す
。

問　

譲
渡
価
格
を
支

払
っ
た
後
肝
付
町
に
永

住
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　

譲
渡
し
て
か
ら
永

住
と
い
う
こ
と
は
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。

問　

内
之
浦
地
区
定
住

促
進
住
宅
、
入
居
者
が

23
年
以
上
入
居
し
、
引

き
続
き
肝
付
町
に
永
住

す
る
意
思
が
あ
る
と
町

長
が
認
め
た
場
合
無
償

で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
。
他
方
は

無
償
譲
渡
、
片
方
は
有

償
譲
渡
、
こ
の
違
い
は

何
か
。

答　

建
物
は
３
年
間
で

残
存
価
格
０
円
で
す
べ

て
償
却
し
て
い
る
。
土

地
は
有
償
で
近
隣
の
評

価
額
等
を
参
考
に
有
償

譲
渡
す
る
と
い
う
こ
と

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

以
前
、
富
山
、
波

野
、
新
富
地
区
と
分
譲

地
販
売
が
あ
っ
た
。
若

者
を
呼
ぶ
込
む
方
策
は

ど
う
さ
れ
た
か
。

答　

肝
付
町
を
選
択
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

環
境
を
作
る
こ
と
が
大

事
と
思
う
。
今
後
考
え

て
定
住
促
進
を
図
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

国
見
地
区
に
は
町

営
住
宅
、
定
住
の
た
め

の
分
譲
地
が
な
い
。
学

校
周
辺
に
定
住
促
進
を

図
る
た
め
町
の
分
譲
地

確
保
は
で
き
な
い
か
。

答　

地
元
の
皆
さ
ん
が

そ
う
い
う
考
え
方
と
、

民
業
を
圧
迫
し
な
い
よ

う
な
形
で
協
議
で
き
れ

ば
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

国
見
地
区
に
分
譲
地
確
保
を

町
長
…
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

国見中学校

野崎定住促進住宅

◎
定
住
促
進
の
た
め

の
分
譲
地
確
保
を
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一
般
質
問 進

藤 

鈴
子  

議
員

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
を

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
と
改

め
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
目
的
は
何
か
。

答　

住
民
の
利
便
性
、

行
政
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
た
め
。

問　

高
齢
者
や
Ｉ
Ｔ
弱

者
へ
の
支
援
は
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
苦
手
な

方
も
『
ち
ょ
っ
と
や
っ

て
み
よ
う
か
な
』
と
思

え
る
よ
う
な
施
策
を
工

夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の

方
に
も
そ
の
個
人
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
支
援
で
「
人

に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
」
を
目
指
し
た
い
。

問　

国
と
の
関
連
性
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
庁
に
よ

り
情
報
シ
ス
テ
ム
が
標

準
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
手

続
き
に
要
す

る
時
間
が
短

く
な
る
と
と
も

に
、
住
民
の
利

便
性
が
、
飛
躍

的
に
向
上
す

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

問　

個
人
情

報
の
漏
え
い
が

懸
念
さ
れ
る

が
、
安
全
対
策

は
。

答　

国
が
定
め
た
「
地

方
公
共
団
体
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
「
肝

付
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
に

基
づ
い
た
運
用
体
制
を

行
い
、
シ
ス
テ
ム
自
体

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
迅
速
か
つ
的
確
に
業

務
作
業
を
し
て
く
れ
る

分
、
職
員
の
業
務
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
職

員
定
数
の
見
直
し
が
さ

れ
る
の
か
。

答　

本
町
は
20
年
後
に

は
人
口
が
半
減
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。
必
然
的

に
職
員
数
も
減
少
し
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。「
足

り
な
い
人
手
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
補
う
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
こ
と
が
す
ぐ
、
職
員

定
数
に
影
響
す
る
も
の

で
は
な
い
。
職
員
定
数

の
見
直
し
は
、
事
務
の

効
率
化
に
伴
い
段
階
的

に
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
営
住
宅
の
簡
易

耐
火
構
造
平
屋
に
お
い

て
は
、
築
43
年
が
経
過

し
て
お
り
劣
化
も
目
立

つ
。
ト
イ
レ
や
風
呂
も

旧
式
で
あ
る
こ
と
か
ら

家
賃
の
見
直
し
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答　

町
内
の
住
宅
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
公
営
住
宅
法
の

基
準
に
従
い
家
賃
を
算

出
し
て
い
る
。
修
理
が

必
要
な
木
製
雨
戸
も
ア

ル
ミ
製
に
随
時
取
り
換

え
て
い
る
。
更
に
給
湯

器
が
使
用
不
能
に
な
っ

た
ら
徐
々
に
シ
ャ
ワ
ー

の
設
置
を
検
討
す
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
」の
設
置
目
的
は

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
家
賃
見
直
し
を

町
長
…
ソ※

サ
エ
テ
ィ
５・
０
の
社
会
を
目
指
す

町
長
…
公
営
住
宅
法
に
則
っ
て
設
定
し
て
い
る

デジタル推進課

公営住宅

※　

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０

　

経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を

両
立
す
る
新
た
な
未
来
社
会
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一
般
質
問富

永 

洋
一  
議
員

問　

平
成
30
年
に
始

ま
っ
た
畑
か
ん
作
物
７

品
目
の
作
付
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

町
民
所
得
が
県
下

の
中
で
も
低
い
。
基
幹

産
業
で
あ
る
農
産
物
の

生
産
額
の
向
上
と
基
腐

病
に
代
わ
る
作
物
が
必

要
と
考
え
る
。

答　

甘
薯
の
大
規
模

農
家
が
基
腐
病
に
よ
り

一
部
転
換
を
さ
れ
て
い

る
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
な
が
ら
進
め
た

い
。

問　

作
物
の
出
荷
先

等
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
は
。

答　

品
目
に
も
よ
る

が
、
集
荷
、
選
果
体
制

は
、Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
連
携

し
な
が
ら
推
進
す
る
。

答　
（
右
表
）
と
な
っ
て

い
る
。

問　

作
物
毎
の
反
収
に

つ
い
て
は
。

答　

ゴ
ボ
ウ
69
万
、
ニ

ン
ジ
ン
13
万
５
０
０
円
、

里
い
も
20
万
７
０
０
０

問　

消
防
組
合
の
設
立
と

負
担
金
の
積
算
根
拠
は
。

答　

設
立
は
、
昭
和
52
年

で
、
負
担
金
の
積
算
に
つ

い
て
は
構
成
市
町
の
前
年

度
基
準
財
政
需
要
額
を
基

準
と
し
て
い
る
。

問　

令
和
２
年
度
の
本
町

の
負
担
金
が
３
億
５
０
０�

万
と
な
っ
て
い
る
。

　

石
油
備
蓄
基
地
と
の
関

係
が
あ
る
の
か
。

答　

備
蓄
基
地
が
設
立

さ
れ
て
い
る
町
に
つ
い
て

は
交
付
税
の
増
額
で
基
準

財
政
需
要
が
膨
ら
み
負
担

金
が
上
が
る
と
い
う
解
釈

に
な
る
。

問　

組
合
設
立
時
の
本
町

の
負
担
金
は
い
く
ら
か
。

答　

手
元
に
資
料
を
持

合
わ
せ
て
い
な
い
。

問　

負
担
金
を
人
口
割
に

す
る
こ
と
で
９
千
５
０
０
万

の
減
額
と
な
る
。

　

人
口
割
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

答　

我
が
町
の
主
張
だ
け

で
な
く
、
組
合
議
会
の
中

で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問　

組
織
構
成
を
見
た
と

き
４
町
の
首
長
が
執
行
部

に
入
っ
て
な
い
。

　

見
直
し
を
す
べ
き
。

答　

私
も
組
合
議
員
で

あ
り
一
緒
に
な
っ
て
議
論

す
る
。

問　

消
防
署
の
移
転
先
は

危
機
管
理
上
備
蓄
基
地
に

近
い
所
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
。

答　

肝
付
町
と
い
う
議
論

も
あ
る
。
今
後
調
査
も
行

わ
れ
る
の
で
議
論
し
て
い

く
。

基
腐
病
対
策
と
し
て
の
作
物
の
推
進
を

人
口
割
に
よ
る
負
担
金
の
実
現
を

町
長
…
生
産
者
と
話
し
合
い
の
も
と
取
り
組
む

町
長
…
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
検
討
さ
れ
て
い
る

※　

畑
地
か
ん
が
い

の
活
用
で
作
物
の
産

地
化
を
！

※　

消
防
負
担
金
と

組
織
機
構
の
見
直
し

の
検
討
を
！

※　

人
口
割
に
よ
る

財
源
の
確
保
を
！

畑かん７品目作物
作物名 面積（ａ） 反収（円） 作付人数

キ ャ ベ ツ 80 a 1
バ レ イ シ ョ 286 a 3
ゴ ボ ウ 40 a 693,750 1
ブ ロ ッ コ リ ー 50 a
ニ ン ジ ン 510 a 130,500 1
生 姜 20 a
里 い も 20 a 207,000 3

バレイショ畑

経費の算出方法 令和 2 年度負担金額と差額（上段：負担金　下段：差額）
鹿屋市 肝付町 東串良町 錦江町 南大隅町

前年度基準額 1,133,775 305,417 183,673 149,247 151,170

人口割 100% 1,422,858 209,928 91,354 101,942 97,201
289,083 △ 95,489 △ 92,319 △ 47,305 △ 53,969

人口割 90%
均等割 10%

1,319,038 227,400 120,684 130,214 125,946
185,263 △ 78,017 △ 62,989 △ 19,033 △ 25,224

資料提供　東串良町

消防組合負担金（Ｒ２） 単位：千円
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一
般
質
問 前

田 

美
春  

議
員

問　

住
宅
改
修
費
支

給
と
現
在
の
利
用
状
況

は
。

答　

住
宅
改
修
費
に
伴

う
委
任
払
い
取
扱
要
領

を
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
９
割
の
方
が
、

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

問　

利
用
者
の
相
談
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

答　

申
請
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
御
家
族
、
業

者
等
に
制
度
の
説
明
を

し
て
い
ま
す
。
利
用
者

の
方
か
ら
も
負
担
が
抑

え
ら
れ
て
喜
ば
し
い
声

も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

問　

住
宅
改
修
に
つ
い

て
は
、
知
り
合
い
の
大

工
さ
ん
で
も
こ
の
制
度

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

答　

要
領
に
基
づ
き
事

前
申
請
し
て
い
た
だ
き

判
断
し
て
お
り
ま
す
。

問　

本
年
度
、
介
護
保

険
料
が
改
正
さ
れ
た
が
、

町
民
へ
の
周
知
は
。

答　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、「
広
報
き
も
つ
き
」

７
月
号
、
第
一
号
被
保

険
者
に
は
、
納
付
書
に

チ
ラ
シ
を
同
封
し
周
知

し
ま
す
。

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
施
設
数
は
。

答　

在
宅
系
が
21
事
業

所
、
施
設
系
が
10
事
業

所
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

が
９
事
業
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　

今
後
も
施
設
の
整

備
計
画
が
あ
る
の
か
。

答　

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
の
施
設
の
整
備

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
保
険
料
の
変
動

は
。

答　

保
険
料
は
３
年
ご

と
に
設
定
さ
れ
る
た
め

３
年
間
は
変
動
あ
り
ま

せ
ん
。

問　

介
護
保
険
料
を
納

め
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
人
へ
敬
老

祝
金
と
合
わ
せ
て
健
康

祝
金
と
し
て
、
商
品
券

を
支
給
す
る
考
え
は
。

答　

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業

が
あ
り
、
個
人
の
介
護

予
防
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し

商
品
券
に
交

換
す
る
制
度

を
今
後
も
推

進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

健
康
祝

金
と
し
て
商
品

券
を
支
給
す

る
こ
と
は
、
町

長
が
言
わ
れ

る
県
下
一
元
気

な
町
を
目
指
す
一
環
と

な
る
と
思
う
が
、
新
し

い
取
組
を
新
設
す
る
考

え
は
。

答　

国
、
県
が
推
奨

し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
な
が
ら
お
互
い

共
助
、
支
え
合
う
制
度

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

住
宅
改
修
費
支
給
の
利
用
状
況
は

健
康
祝
金
と
し
て
商
品
券
の
支
給
は

町
長
…
９
割
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る

町
長
…
国
、
県
が
推
奨
し
て
い
る
制
度
を
推
進

住宅改修済の状況

椅子に座ってストレッチ体操
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𠮷
原
　
光  
議
員

問　

平
成
30
年
度
当
初

予
算
、
高
山
温
泉
ド
ー

ム
と
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
の
大
規
模
改
修
工
事

設
計
委
託
が
同
時
に
計

上
さ
れ
た
。

　

令
和
元
年
３
月
末
、

高
山
温
泉
ド
ー
ム
の
大

規
模
改
修
工
事
は
完
成

し
、
次
に
予
定
さ
れ
て

い
た
コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
の
大
規
模
改
修
工
事

は
中
断
さ
れ
た
。
な
ぜ

な
の
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
経
営
状
況
が
悪

化
し
、
終
息
の
兆
し
が

見
え
な
か
っ
た
こ
と
、

現
状
の
施
設
規
模
で
の

運
営
等
勘
案
し
、
一
旦

工
事
を
見
送
っ
た
。

問　

コ
ス
モ
ピ
ア
内
之

浦
の
設
計
委
託
料
は
、

２
回
で
、
１
３
０
０
万

円
程
執
行
さ
れ
て
い

る
。
改
修
工
事
の
予
定

額
は
い
く
ら
に
な
っ
た

の
か
。

答　

約
６
億
３
千
万

円
。

問　

改
修
に
係
る
財
源

は
、
合
併
特
例
債
を
使

う
と
、
約
７
割
は
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
の
で
、

町
の
負
担
額
は
約
３
割

で
済
む
。

　

工
事
費
６
億
円
の

場
合
、
２
億
円
弱
の
負

担
と
な
り
、
12
年
間

で
返
済
す
る
の
で
、
年

間
約
１
６
０
０
万
円
の

負
担
で
済
む
。
こ
の
特

例
債
の
期
限
は
、
令
和

７
年
ま
で
な
の
で
、
急

ぐ
べ
き
と
考
え
る
。
地

域
住
民
の
た
め
に
年
間

１
６
０
０
万
円
程
の
支

出
は
ど
う
思
う
か
。

答　

あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
を
待
ち
た

い
。

問　

こ
れ
だ
け
の
修
繕

費
は
長
期
的
な
計
画
の

も
と
、
大
規
模
改
修
に

向
け
て
進
め
て
き
た
の

で
は
な
い
か
。
費
や
し

て
き
た
経
費
も
無
駄
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

検
討
委
員
会
の
答

申
を
待
っ
て
判
断
し
た

い
。

問　

休
館
か
ら
１
年
、

施
設
は
サ
ウ
ナ
室
の
天

井
が
落
ち
、
水
道
も
出

な
く
な
る
な
ど
、
老
朽

化
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
。
町
の
大
事
な
財

産
と
思
う
が
、
町
長
と

し
て
、
早
期
改
修
と
再

開
を
決
断
す
る
気
は
な

い
か
。

答　

答
弁
な
し

問　

重
要
な
拠
点
施
設

で
あ
る
コ
ス
モ
ピ
ア
内

之
浦
が
な
く
な
っ
た
場

合
、
地
域
に
与
え
る
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
ど
う

考
え
る
か
。

答　

こ
の
ま
ま
再
開
し

な
い
と
な
る
と
、
交
流

人
口
の
減
、
あ
る
い
は

地
区
の
衰
退
、
疲
弊
、

様
々
な
影
響
が
あ
る
と

は
思
う
。

コ
ス
モ
ピ
ア
の
早
期
改
修
と
再
開
は

町
長
…
検
討
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
判
断

一
般
質
問

コスモピア内之浦（休館中　令和２年９月～）

◎
地
域
住
民
は
そ
ん

な
に
理
不
尽
な
要
求

を
し
て
い
る
の
か
。

町
長
の
早
期
の
英
断

に
期
待
す
る
。

・
平
成
29
年
度

　

給
水
設
備
整
備

　
　

約
４
千
万
円

・
平
成
30
年
度

　

屋
上
防
水
改
修
費

　
　

約
６
千
万
円

・
令
和
元
年
度

　
　

７
５
０
万
円

の
有
効
活
用
を
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有
留 

智
哉  

議
員

問　

校
舎
等
の
施
設
数

は
。

答　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
校
舎
が
46
棟
、
木
造

の
校
舎
が
18
棟
、
鉄
筋
造

等
の
校
舎
が
16
棟
、
武
道

場
な
ど
を
含
む
屋
内
運
動

場
が
14
棟
で
す
。

問　
遊
具
数
と
、
そ
れ
以

外
の
附
帯
設
備
数
は
。

答　
遊
具
は
73
点
。
附
帯

設
備
は
１
４
７
基
で
す
。

問　
施
設
に
つ
い
て
は
定

期
的
に
点
検
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。

答　

校
舎
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
専
門

家
に
よ
る
目
視
調
査
を

行
っ
た
。

　

遊
具
の
点
検
は
毎
年

専
門
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
附
帯

設
備
に
つ
い
て
は
、
教
職

員
や
教
育
委
員
会
職
員
に

よ
る
目
視
な
ど
の
安
全
点

検
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

問　
今
後
、
安
全
に
維
持

管
理
し
て
い
く
取
り
組
み

を
ど
う
行
っ
て
い
く
か
。

答　

施
設
及
び
設
備
の

維
持
・
管
理
は
、
児
童
生

徒
の
安
全
を
守
る
た
め
に

不
可
欠
で
あ
り
、
学
校

施
設
の
維
持
・
管
理
は
設

置
者
の
責
務
で
す
。
今
後

は
、
町
当
局
と
調
整
を
図

り
、
校
舎
や
附
帯
設
備
に

つ
い
て
も
、
専
門
業
者
に

よ
る
点
検
を
実
施
し
、
こ

れ
ら
の
点
検
結
果
を
踏
ま

え
、
必
要
な
補
修
や
改
修

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
学
校
を
安
全
な
場
所

に
す
る
た
め
に
、
施
設
の

点
検
や
修
繕
に
は
多
額
な

費
用
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
予
算
を
捻
出
す
る
こ

と
は
大
変
だ
と
考
え
ま
す

が
、
予
算
措
置
さ
れ
な
け

れ
ば
十
分
な
点
検
も
必
要

な
修
繕
も
で
き
な
い
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
予
算
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答　

安
心
し
て
通
え
る

学
校
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
私
も
議
員
と
同
じ
気

持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
危

険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
速
や

か
に
改
善
し
、
安
全
、
安

心
な
学
校
に
な
る
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
部
局
と

も
十
分
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
必
要
な
予
算
に
つ
い

て
は
措
置
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
点
検・修
繕
を

町
長
…
点
検
を
実
施
し
、
補
修
・
改
修
を
行
う

◎
町
が
設
置
及
び
管
理

す
る
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
10
校
の
、
施
設

の
安
全
化
に
つ
い
て

一
般
質
問

高山小学校　壊れた遊具

大分類 中分類 建物棟数
（棟）

総延床面積
（㎡）

市民文科系施設
集会施設 13 4,695.00
文化施設 7 6,726.00

社会教育系施設 博物館等 1 500.00

スポーツ・レクリ
エーション系施設

スポーツ施設 15 5,519.94
レクリエーション
施設・観光施設 36 15,466.48

産業系施設 産業系施設 32 21,884.94

学校教育系施設
（別途計画策定）

学校 138 41,425.16
その他教育施設 63 4,493.49

子育て支援施設 幼児・児童施設 2 212.00

保健・福祉施設
高齢福祉施設 5 3,091.41
保健施設 1 505.00
その他社会福祉施設 6 2,213.06

医療施設 医療施設 3 2,522.00

行政系施設
庁舎等 13 8,592.00
消防施設 19 1,627.40

公営住宅等
（別途計画策定） 町営住宅 130 24,937.87

公園 公園 19 602.21
その他 その他 12 1,169.08

総　　計 515 146,183.04

用途分類別施設一覧、建物管理情報一覧
肝付町 公共施設等個別施設計画より
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委
員
会
報
告

調査を実施した項目
１．消防行政について
２．公用車の管理について
３．法令等に定めた手当の正当性について
４．課の設置数と業務内容について

調査を実施した日時
令和３年３月 29日
令和３年５月７日
令和３年６月 17日

委員会調査報告
１．消防行政について　
　所管課に現状と今後のあり方についての調査を行った。
イ　準中型免許取得の補助について
　�　運転免許の改正により、消防団員 11 名が 3.5 ｔ以上の車に乗れない状況
である。団員が減少する中で全員が乗れる態勢にしたい。よって、令和４年
４月１日を目途に補助できるようにしたい。
ロ　日当について
　�　日当の基準は 7,000 円であるが、本町は 5,200 円となっている。国も基準
額を 8,000 円にするよう通達を出しており、見直す予定である。
ハ　火事後の片付に対応する保険について
　　現公務災害保険は対応してないが、何らかの手立てを考えたい。
ニ　消防用水栓の位置を示す地図の配布について
　　検討し実施したい。
ホ　地下水槽から立ち上げ式への変更について
　　できる限りその形にしていく方針である。
ヘ　消防団員の確保について
　�　年々減っていく団員について大変危惧している。雇用先の事業者の協力等
や町民の自助、共助を推進し、団員の機動力を上げることが重要と考える。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
総務・文教委員会
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委
員
会
報
告 ２．公用車の管理について

　現在の運行日誌については、使用時間の記載欄がない。効率的運行、職員の
綱紀粛正等を考えるとき、運行時間の記載は必要と考える。

３．法令等に定めた手当の正当性について
　赴任旅費については、町の旅費に関する条例に基づいて支給している。
　住宅手当については、県、国の派遣職員の規程、要綱等による規定はない。
ICT 推進室長の住宅手当（６万円）は、町の方針として官舎方式により無償と
した。

４．課の設置数と業務内容について
　人口は減少しているが、人口規模が同程度の垂水市を見ると、本町とほぼ同
数の課数である。行政改革委員会等で議論した成果もお知らせしていきたい。

（まとめ）
１�．消防行政については、記述のとおり改善に向けた方向性が見える。課題は年々
減る団員の確保について、幅広い見地から検討する必要がある。

２�．公用車の管理については、運行時間等を参考にし、効率的な運用により減車
を含め、財源の確保に努めるべきである。

３�．ICT 推進室長の官舎方式は、町職員を県、国へ派遣の官舎方式であり、町の
行政職職員の住宅手当は、限度額 28,000 円となっている。
　�　諸手当（赴任、宿舎）等については、国家公務員に準ずる規約、条例の改正
が望ましい。

４�．課の設置数と業務内容については、行政のスリム化に向け、業務の見直しを
前向きに取り組むべきである。
　�　監査委員の指摘にもあるように年々減少する人口、地方交付税の減少等を鑑
みるとき、財源の確保、効率性をはかることは、喫緊の課題である。行政改革
委員会等で議論を深め、効率的な行政のスリム化をはかるべきである。なお、
行政自らも「自浄作用」を高め、行政評価を行い、住民の期待に応えるための
財源の確保をするべきと考える。
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委
員
会
報
告

１．調査事件　中山川整備（浚渫）について
（陳情内容）�　中山川水域では大雨の都度、氾濫し土砂流入等で毎回復旧や収穫量

の減少等があり、苦労している。その要因は堤防・内水側に土砂が溜
まり、そこへ雑草・竹木等が繁茂し水流が悪化していることに起因し
ているのではないか。管理者である県に対して早急に整備（浚渫）を

要請して戴きたく陳情する。� （富山・宮下地区水田耕作者一同）

２．調査の内容
　町は、このことをどこまで知り、現状はどのようになっているのか。
　3月 19日午後 1時 30分より委員会室にて説明を受ける。

（説明者：建設課長ほか 2名）
（説明内容）
　平成 31年 2月 4日、中山川寄州において大隅地域振興局・土地改良区（山之
口開）、鶴田県議（随行　福田）・町建設課で河川視察が行われ、県に対して寄州
除去の要望がなされた。
　その後の県の計画として、中山川寄州・山ノ口堰寄州除去を令和 3年度、農免
農道より下流 500 ｍ城ケ崎橋まで寄州除去の計画もある。
　また、これまでに宮下川北地区浸水対策として、堤防かさ上げを県が行い、住
宅地とほ場の間の築堤を町で実施し輪中提方式で浸水対策を行った。内水排水用
に 150 φエンジンポンプ 3基を町で準備し地元自主防災組織で設置、及び操作等
の対応を行っている。国交省の計画として、中山水門の所を令和 3年 5月末まで
に寄州除去を実施予定であるとのことである。

所管事務調査報告書所管事務調査報告書
産業・福祉委員会
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委
員
会
報
告 令和 3年 5月 13日　現地調査　場所：土橋・城ケ崎橋間の無名橋

委員 7名・事務局 2名・担当課（建設課）3名・福田氏（水田耕作者代表）

（状況説明：福田氏）
　大雨の時、越水するときもある。作付けはWCS（飼料米）が多く、刈り取り後、
水に浸かった藁は、ほこりと汚れで飼料に出来ず焼却する農家もある。堤防の延
長は 4㎞程あり、県も耕作者も管理しないとのことである。近くの建設業者が除
草作業をしてくださっていると話された。

３．委員会の意見
　中山川は令和 3年度、寄州除去計画がなされているが、１ヶ所の陥没がある。
寄州除去作業が計画どおり行き届かないのではとあったが現場状況を見ると、川
の至る所に土が集積している。雑木、竹等の茂る元となり、水の流れを悪くし災
害の元となると考えられる。災害防止の観点からも町として県に粘り強く要請す
べきである。

中山川
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委
員
会
報
告

１．調査実施日
・令和２年７月 10日� ・令和２年９月１日� ・令和２年 12月 16日
・令和３年２月 15日� ・令和３年４月 27日� ・令和３年６月 14日

２．委員会の意見
　令和元年12月、中国武漢市で初確認された新型コロナウイルスは、短期間で全
世界へ広がり、日本においてもその脅威は例外ではありませんでした。このことを
受け、本議会では、令和２年６月定例会において新型コロナウイルス感染症対策特
別委員会が設置されました。
　本委員会の設置の目的は、新型コロナウイルス感染症の影響から町民の安心安全
確保のため、一層の感染予防と町民生活の復旧、経済活動への影響の軽減、そして
終息に向け必要とされる取り組みについて調査を行うとともに、町が行う対策の効
果を確認評価し、その効果が早急に発揮されるよう適時、提言を行うものであります。
　感染拡大が続く中、通算６回の特別委員会を開催し、基幹産業である農林水産業
をはじめとする本町産業の新型コロナウイルス感染症における影響等を分析し、そ
の時々の提言を当局に行ったところであります。特に６回目の特別委員会において
は、本町の飲食宿泊業・小売業・建設業・サービス業・自動車整備業・製造業・観
光関連業の実態について調査しました。調査の結果、令和２年度は、昨年４月の緊
急事態宣言時、どの事業者も売り上げ面では特に厳しい状況でありましたが、政府
の支援策である持続化給付金をうまく活用し、経営的に乗り切ることができた事業
者が多かったようです。しかしながら、感染症の感染拡大は続き令和３年度になっ
ても、まったく感染拡大が収まらない状況で大きな支援策がない現状を鑑みると、
昨年以上に厳しい状況となる事業者も出てくることが危惧されます。６月21日から
は、１県で緊急事態宣言が継続され、10都道府県では、まん延防止等重点措置が
適用される状況の中、今後の外食や旅行の自粛は当面継続すると思われることから、
本委員会においては、当局に対して新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金の迅速かつ適宜な予算執行等を提言したところであります。
　本町におきましても４月後半から新型コロナウイルス感染症ワクチンの高齢者接
種が始まっておりますが、接種終了までの期間、町民各位におかれましては、目に
見えないウイルスとの戦いが続きます。その戦いは「人に感染させない。自分が感
染しないための新しい日常生活の徹底」に尽きると考えております。ワクチン接種
が順調に進み、一刻も早い新型コロナウイルス感染症の終息と正常な日常が戻るこ
とを願い中間報告といたします。

所管事務調査中間報告書所管事務調査中間報告書
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
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「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」傍聴者の数　延べ人数　23 名傍聴者の数　延べ人数　23 名
（6月4日/2名　6月14日/7名　6月15日/13名　6月22日/1名）（6月4日/2名　6月14日/7名　6月15日/13名　6月22日/1名）

　今まで議会の傍聴とは縁遠く今回参加してすごく勉強になり、感銘
を受けた。

70代・女性

　議員さんの質問の途中で休憩希望を言う議員もいて不快な感じを受け
た。
　町長は、質問の答えで、あり方委員会と何回も言われたが、我々には
あり方委員会の内容がさっぱり、分かりませんでした。
　でも、又傍聴には参加したいと思いました。70代・女性

　初めて傍聴に行き議員の活動されてる事も分かり実現される事を願
いこれからもぜひ参加したいと思いました。

70代・女性

　質問に対して、町長の回答がない事もあり、不安を感じた。

50代・女性

　質問者のみな様、ご苦労様です。
　執行部の答弁に対してもう少し攻めてほしい。
　棒読みではなく創意工夫を用いて、執行部に質問してください。
　質問者はてきぱきと分かりやすくお願いします。
　傍聴者は聞き取りがむずかしい。60代・男性

　議員の活発な質疑応答を聞いて感銘を受けました。しかし一般質問を
している最中に態度の悪い議員もいて驚きました。コスモピアの温泉を
利用していた町民の１人として１日も早い早期改修を望みます。コスモ
ピアは内之浦にはどうしても必要です。60代・男性

　条例違反について
　全員協議会は会議規則の定める所意見調整の場であり、実質審議に
ならないように運用すべきであると思います。議事録がないのではと
思います。本会議で審議すべきである。
　14名の肝付町議会議員の方、条例とは何が最も重要な権限だと思
います。全員で力を合わせ住民の意思反映に努めてください。

60代・男性

【お詫び】
　「議会だよりきもつき」59 号９ページにつきまして、人権擁護委員の氏名に誤りがございました。
深くお詫び申し上げますとともに、次のとおり訂正させていただきます。
・９ページ　第１回肝付町定例会　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　【誤】中西美紀子　　　【正】中西美喜子
　誠に申し訳ございませんでした。

傍
聴
者
の
こ
え
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今
年
の
梅
雨
入
り
は
、
観
測
史
上
２
番
目
に
早
く
鹿
児
島
地
方
気
象
台

は
６
月
１
日
九
州
南
部
の
５
月
の
降
水
量
は
平
年
比
２
０
５
％
で
、
統
計

を
開
始
し
た
１
９
４
６
年
以
降
で
最
多
だ
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
１
年
で
最
も
風
水
害
の
起
こ
り
う
る
時
節
に
な
り
ま
す
。

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
自
分
の

身
の
安
全
に
は
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

４
月
末
か
ら
高
齢
者
等
に
始
ま
り
、
順
調
に
す
す
め
ば
、
７
月
末
ま
で
に

大
多
数
の
高
齢
者
の
方
が
２
回
目
の
接
種
を
終
え
る
見
込
み
で
す
。
そ
の

後
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
の
方
、
60
～
64
歳

の
方
を
対
象
に
し
た
接
種
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
接
種
が
１
日
も

早
く
終
了
し
、
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
し
な
い
・
感
染
さ
せ
な
い
た

め
の
日
常
生
活
を
徹
底
さ
れ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
き
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

他
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
に
お
け
る
追
加
支
援
策
に
つ
い
て
、
６

月
定
例
会
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

諸
支
援
策
が
可
決
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
だ
よ
り
、
肝
付
町
広
報
等
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責　

木
村　

實
馬

◆発行　肝付町議会　◆編集　議会広報委員会
TEL 0994-65-2511（内線 1263）・0994-65-8431（直通）　FAX　0994-65-2507
肝付町ホームページでも、ご覧いただけます。　URL http://kimotsuki-town.jp

第
60
号

全
会
一
致
で
採
択

中
山
川
整
備
（
浚
渫
）
の
陳
情
に
つ
い
て

陳
情
者　

富
山
・
宮
下
地
区
水
田
耕
作
者
一
同

陳
情
書

採
　
択

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善

を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
に
つ
い
て

陳
情
者　

野
間　
典
文

全
会
一
致
で
採
択

陳
情
書

採
　
択

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善

を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書

全
会
一
致
で
可
決

内
閣
総
理
大
臣
・

文
部
科
学
大
臣
・

財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

意
見
書

可
　
決

送
付
先

編
集

後
記

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は です。9月 検 索検 索

左の二次元コードをスマートフォンなどで
読み取ると町議会のホームページにリンク
します。 肝付町議会


